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腸管出血性大腸菌感染症集団発生における疫学諸指標

の平均値とその信頼区間の推定
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目的　腸管出血性大腸菌（EHEC）感染症集団発生の今後の発生に備えて過去の事例の実体を明

らかにしておく意味で，集団発生の発症率，菌陽性率等疫学諸指標の平均値の推定値とその

信頼区間を算出する。

方法　対象とした事例は，我が国での血清型O157のEHEC感染症集団発生事例のうち，保育

園，幼稚園，小・中学校における給食等による一斉曝露と考えられる16事例である。検討し

た指標は，発症率，菌陽性率，不顕性感染率，入院率，HUS（溶血性尿毒症症候群）併発

率（以上いずれも分母は発生施設の在籍者数），二次感染比（＝（家族の感染者数/施設の感

染者数）×100），発症期間（＝最終感染者発生日－初感染者発生日＋1），初発-探知期間（＝

探知日－初感染者発生日），初発-ピーク期間（＝発症のピーク－初感染者発生日），探知-ピ

ーク期間（＝発症のピーク－探知日）の10指標である。指標により値をロジット変換，対数

変換あるいは無変換のままとし，分布の正規分布への適合性の検討を行った。平均値の推定

値μの信頼区間は，

で求めた。

成績　平均値，68％および95％信頼区間は，それぞれ発症率35.3％，31.8～39.0%，28.3～
43.0％，菌陽性率20.3％，17.5～23.4％，14.8～27.1％，不顕性感染率6.2％，5.1～7.6％，

4.1～9.4％，入院率4.1％，3.1～5.5％，2.3～7.3％，HUS併発率0.5％，0,3～0.8％，0.2～

1.3％，二次感染比4.7，2.2～9,7，0.9～21.5，発症期間16.3日，14.4～18.4日，12.6～20.9日，

初発-探知期間5.7日，4.9～6.7日，4.1～8.1日，初発-ピーク期間4.6日，3.7～5.5日，3.0～

6.9日，探知-ピーク期間－2.0日，－2.6～－1.5日，－3.2～－0.9日であった。

結論　過去のわが国におけるEHEC感染症集団発生事例における発症率，菌陽性率等の諸指標

について，指標によって無変換，ロジット変換あるいは対数変換を行った後，平均値とその

信頼区間を算出した。例数が少ないことから正規分布への適合性の判断が困難な指標もあっ

たが，多くの指標では概ね正規分布に適合すると考えられることから，今後の集団発生にお

ける規模をある程度確率的に想定することが可能であると考えられる。
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